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先月の振り返り: 11月のドル円相場は112円半ば～115円半ばで推移。日本の衆議院議員総選挙で与
党が安定多数を確保したことを好感しリスク選好の動きだったが、FOMCで利上げを急がない姿勢が
示されたことで112円72銭まで円高が進行。その後、岸田政権が数十兆円規模の経済対策に前向きな
発言や米国の各経済指標が良好だったことでドル買いが進み115円台が目前となったものの、ドイツ
で新型コロナ新規感染者が過去最大と報じられたことによるリスク回避の動きが広がり113円台半ば
まで急落。ただ、パウエルFRB議長の続投が正式に決まると、利上げ前倒し観測を好感し再びドル高
の流れが強くなり、4年8ヵ月ぶりの115円台をつけた。しかし南アフリカで新たな新型コロナ変異株
（オミクロン株）が発見されたことでリスク回避の動きが広がり、112円台半ばまで急落するなど11
月上昇分を帳消しにする荒い展開だった。
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　英中銀政策金利

　日銀金融政策決定会合

　米ＧＤＰ確定値

今後の展開: オミクロン株について感染力や死亡率、既存ワクチン効果など不明な点

も多いためマーケットの不安材料となっている。中長期的に見ると米国利上げ期待感

を背景にしたドル買いは継続していくとみられるが、オミクロン・ショックが長期化

するかどうかを見極めようとしているため、ドル買いの重石となっている。しばらく

の間は乱高下に対して細心の注意を払っておきたい。
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今月の主な経済指標 ※日本時間


